
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月は疾病予防と治療月間 

親睦家族忘年例会 

場所：魚関  点鐘：午後 6時 

 

本日のプログラム 

  点 鐘 

   

  会長挨拶  

  出席・スマイル報告    

  委員会報告 

  幹事報告  

  12 月のお祝い       親睦委員会 

   お誕生日  結婚記念日 

  点鐘 

   ━━━━━ 懇親会 ━━━━━━ 

  乾杯 

  閉会の挨拶 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１2月のお祝い 

お誕生日 

6日  小瀧明美様  （康裕君夫人） 

13日  松浦紀子様  （毅君夫人） 

18日  安藤悦子様  （龍介君夫人） 

28日  中島竹壽君  29日 谷口津富君 

結婚記念日 

  11日 柴田武司君  18日 柘植途始江君 

    19日 加藤健治君 

着信書類 

・保護司会だより 

・社会福祉大会の記念品 

   （賞状・記念品・パンフレット） 

・ハイライトよねやま NO.225 

他クラブ例会変更のお知らせ 

東濃８グループ 特別休会 

 

 

 

 

 

第 2535 例会 2018 年 12 月 20 日 

年末・年始休暇のお知らせ 

多治見３ＲＣ事務局 

１２月２７日（木）～１月４日（金） 

緊急時は幹事まで連絡をお願い致します。 



 

先週の記録  🔶 出席報告 

会員数 34 名 出席免除者 6 名 出席義務者 28 名 

出席者 欠席者 出席率 

22 名 6 名 78.57％ 

🔶スマイル報告 投函者 18名 金額 24,000円 

いい齢のくせに妙に雑用に忙しくて例会に欠席

がちです。“邪魔だから消えろ”と言われるまで

はロータリーに居たいと思います。しかし、戦力

外通告、そして現役引退プロ野球の世界のこの言

葉が大変に気になるときではあります。 

佐藤八郎 

上半期出席率 

７月 85.11％ １０月 82.78％ 

８月 79.82％ １１月 76.964％ 

９月 79.58％   

 

先週の卓話 

                藤本尚子様 

「福澤桃介の未来からの挑戦」 

諭吉から桃介へ 

夢の系譜 

今から丁度１５０年前の

１８６８年にわたしたち

の祖国日本は明治元年と

いう新しいページを開き

ました。それは同時に外

圧との熾烈な闘いの始ま 

りであり、且つ、それまで身分制度に支えられ

ていた個々人の生活の崩壊でもありました。そ

のような大変な時代を人々は理想国家の建設と

いう遠大な夢を共有するによって雄々しく生き

抜いたといえるでしょう。その理想の新国家と

はどのようなものか、誰も明確なビジョンを打

ち出せないでいるとき、総合的な青写真をひろ

げ、目指す方向を示したのが福沢諭吉でした。

そしてその遺志を継ぎ、基幹となる産業を次々

に具体化してみせたのが諭吉の婿養子となった

福澤桃介（旧姓：岩崎）だったのです。桃介

は、時代を超越した見識と天賦の才により、 

 

 

産業振興の大動脈をなすエネルギー産業に着眼

し、本邦初のダム式水力発電（大井ダム）の建

設を成功させ、日本中にガス会社を起ち上げ、

機械産業の根幹となる鉄鋼・特殊鋼の生産を推

進することによって、祖国を目的地に導く最短

距離を示したのでした。 

 諭吉・桃介が目指したもの 

諭吉の支援によってアメリカ留学を果たした桃

介は、諭吉の役に立ちたいとペンシルバニア鉄

道会社に入社しました。帰国後、諭吉の関与す

る北海道炭鑛鉄道に入社。独立心旺盛な桃介

は、株の売買で財をなし、自己資本を作ると独

立。諭吉は三度の欧米視察で文明の鍵をにぎる

のは蒸気機関及び鉄道だと考えていました。 

桃介が、米国に留学時、アメリカ・カナダに既

に 45の水力発電所が竣工しており、桃介が帰国

直前には米国内で 200もの水力発電が稼働して

いたのです。石炭や蒸気と違って電気は目に見

えないところから人々に電気の概念を伝える事

が難しく、桃介は、電気をホワイト・コール

（白い石炭）と名付ける事で可視的に概念化し

ました。彼の想念は常にはるか未来へと疾走

し、そこから現状を振り返り、目先の利益を犠

牲にしてでもゆくゆくは最先端を走っていられ

るようにレールを敷いていったのでした。 

最初の起業で失敗した桃介は、資本主義のシス

テムを活用するための要となるものが何か、そ

れを痛い思いをしながら体得したといえるでし

ょう。「信用」こそが要になるのである。 

第５４期役員・理事 

会  長 伊 藤 正 雄 
副 会 長 

会長エレクト 
加 藤 健 治 

幹  事 森 田 宏 冶 副 幹 事 加藤真左子 

直 前 会 長 齋 藤 明 Ｓ Ａ Ａ  関 谷 泰 久 

会  計 近 藤 秀 樹 理  事 山 口 寛 

理  事 佐 藤 正 理  事 各 務 和 宏 

理  事 中 島 竹 壽 理  事 田中登志男 

理  事 山 田 正 史 地区委員長 山 田 正 史 

 


